
1

県 紋 章 つる 舞う 形 の 群 馬 県 ／ 上 毛 か る た

令和３年３月２６日（金） 号 外（第７号）

目 次■

ページ

規 則

○群馬県民間事業者等が行う書面の保存等における情報通信の技術の利用に関する条例施行規則の一部

を改正する規則（業務プロセス改革課） ２

○群馬県医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律施行細則の一部を改正す

る規則（薬務課） ２

○群馬県食品衛生法施行細則の一部を改正する等の規則（食品・生活衛生課） ４

○群馬県立産業技術センターの設置及び管理に関する条例施行規則の一部を改正する規則（地域企業支

援課） ５

○群馬県勤労福祉センターの設置及び管理に関する条例施行規則の一部を改正する規則（労働政策課） １０

○群馬県建築物のエネルギー消費性能の向上に関する法律施行細則の一部を改正する規則（建築課） １０

令和３年３月２６日（金） 群 馬 県 報 号 外 （第７号）



2

規

則

■群
馬
県
民
間
事
業
者
等
が
行
う
書
面
の
保
存
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
条

例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
三
年
三
月
二
十
六
日

群
馬
県
知
事

山

本

一

太

群
馬
県
規
則
第
五
十
八
号

群
馬
県
民
間
事
業
者
等
が
行
う
書
面
の
保
存
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す

る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

群
馬
県
民
間
事
業
者
等
が
行
う
書
面
の
保
存
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
条

例
施
行
規
則
（
平
成
十
八
年
群
馬
県
規
則
第
九
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
群
馬
県
食
品
衛
生
法
施
行
条
例
（
平
成
十
二
年
群
馬
県
条
例
第
四
十
一
号
）
の
項
を
削

り
、
同
表
群
馬
県
食
品
衛
生
法
施
行
細
則
（
昭
和
三
十
二
年
群
馬
県
規
則
第
九
十
号
）
の
項
中
「
、

別
表
の
一
の
表
第
五
号

並
び
に
別
表
の
二
の
表
第
二
号

及
び
第
三
号

」
を
削
る
。

別
表
第
二
群
馬
県
食
品
衛
生
法
施
行
条
例
（
平
成
十
二
年
群
馬
県
条
例
第
四
十
一
号
）
の
項
を
削

り
、
同
表
群
馬
県
食
品
衛
生
法
施
行
細
則
（
昭
和
三
十
二
年
群
馬
県
規
則
第
九
十
号
）
の
項
中
「
、

別
表
の
一
の
表
第
五
号

及
び
別
表
の
二
の
表
第
二
号

」
を
削
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

群
馬
県
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
施
行
細

則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
三
年
三
月
二
十
六
日

群
馬
県
知
事

山

本

一

太

群
馬
県
規
則
第
五
十
九
号

群
馬
県
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
施

行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

群
馬
県
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
施
行
細

則
（
平
成
二
十
六
年
群
馬
県
規
則
第
七
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
中
「
第
七
条
第
三
項
た
だ
し
書
」
を
「
第
七
条
第
四
項
た
だ
し
書
」
に
、
「
第
十

七
条
第
四
項
」
を
「
第
十
七
条
第
八
項
」
に
、
「
第
二
十
三
条
の
二
の
十
四
第
六
項
」
を
「
第
二
十

三
条
の
二
の
十
四
第
十
三
項
」
に
、
「
第
二
十
八
条
第
三
項
た
だ
し
書
」
を
「
第
二
十
八
条
第
四
項

た
だ
し
書
」
に
、
「
第
三
十
五
条
第
三
項
た
だ
し
書
」
を
「
第
三
十
五
条
第
四
項
た
だ
し
書
」
に
改

め
る
。

別
記
様
式
第
一
号
中
「印

」
を
削
り
、
「第

７
条
第
３
項
た
だ
し
書

」
を
「第

７
条
第
４
項
た
だ

し
書

」
に
、
「第

２
８
条
第
３
項
た
だ
し
書

」
を
「第

２
８
条
第
４
項
た
だ
し
書

」
に
、
「第

３
５

条
第
３
項
た
だ
し
書

」
を
「第

３
５
条
第
４
項
た
だ
し
書

」
に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
二
号
中
「第
７
条
第
３
項
た
だ
し
書

」
を
「第

７
条
第
４
項
た
だ
し
書

」
に
、
「第

２
８
条
第
３
項
た
だ
し
書

」
を
「第

２
８
条
第
４
項
た
だ
し
書

」
に
、
「第

３
５
条
第
３
項
た
だ
し

書

」
を
「第

３
５
条
第
４
項
た
だ
し
書

」
に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
三
号
及
び
別
記
様
式
第
四
号
中
「印

」
を
削
る
。

別
記
様
式
第
五
号
中
「印

」
を
削
り
、

「２
薬
局
へ
の
ア
ク
セ
ス

」
を

「

(1
0
)
地
域
連
携
薬
局
の
認
定

地
域
連
携
薬
局
の
認
定
の
有
無

□
有

□
無

(
1
1
)
専
門
医
療
機
関
連
携
薬
局
の
認
定

に

専
門
医
療
機
関
連
携
薬
局
の
認
定
□
有

□
無

の
有
無

有
の
場
合

傷
病
の
区
分

、

２
薬
局
へ
の
ア
ク
セ
ス

」

改
め
、

「

(
7
)
受
動
喫
煙
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置

受
動
喫
煙
を
防
止
す
る
た
め
の
措

０
１

□全
面
禁
煙

置※
該
当
す
る
項
目
を
チ
ェ
ッ
ク
し

０
２

□分
煙

（喫
煙
所
設
置

）

て
く
だ
さ
い

を

。
０
３

□未
実
施

特
記
事
項

」

削
り
、

「

薬
剤
服
用
歴
管
理
の
実
施
の
有
無

□
有

□
無

を
」

「

オ
ン
ラ
イ
ン
服
薬
指
導
の
実
施
の

□
可

□
否

可
否

電
磁
的
記
録
を
も
っ
て
作
成
さ
れ

□
可

□
否

に
、

た
処
方
箋
の
受
付
の
可
否

薬
剤
服
用
歴
管
理
の
実
施
の
有
無

□
有

□
無

」

「

ウ
退
院
時
の
情
報
を
共
有
す
る
体
制

」
を

「

ウ
入
院
時
の
情
報
を
共
有
す
る
体
制
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入
院
時
の
情
報
を
共
有
す
る
体
制

□
有

□
無

に
、

の
有
無

エ
退
院
時
の
情
報
を
共
有
す
る
体
制

」

「エ
受
診
勧
奨

」
を
「オ

受
診
勧
奨

」
に
、
「オ

地
域
住
民

」
を
「カ

地
域
住
民

」
に
、

「(
3
)
情
報
開
示
の
体
制

」
を

「(
3
)
感
染
防
止
対
策
の
実
施

感
染
防
止
対
策
の
実
施
の
有
無

□
有

□
無

に
、

(
4
)
情
報
開
示
の
体
制

」

「(
4
)
症
例

」
を
「(

5
)
症
例

」
に
、
「(

5
)
処
方
箋

」
を
「(

6
)
処
方
箋

」
に
、
「(

6
)
医
療

」

を
「(

7
)
医
療

」
に
、
「(

7
)
健
康
サ
ポ

ート
薬
局

」
を
「(

8
)
健
康
サ
ポ

ート
薬
局

」
に
、

「(
8
)
患
者

」
を
「(

9
)
患
者

」
に
、
「(

9
)
患
者
満
足
度

」
を
「(

1
0
)
患
者
満
足
度

」
に
、

「(
1
0)

」
を
「(

1
1)

」
に
、

「

１
年
間
の
居
宅
療
養
管
理
指
導
の

□
有
延
べ
患
者
数

人
□
無

を

実
施
の
有
無

」

「

１
年
間
の
居
宅
療
養
管
理
指
導
の

□
有

延
べ
患
者
数

人
□
無

実
施
の
有
無

３
地
域
連
携
薬
局
等
に
関
す
る
事
項

(1
)
地
域
連
携
薬
局

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
関
す

人
る
研
修
を
修
了
し
た
薬
剤
師
の
人

数利
用
者
が
医
療
機
関
に
入
院
す
る

回
場
合
に
当
該
医
療
機
関
に
情
報
を

共
有
し
た
回
数

利
用
者
が
医
療
機
関
か
ら
退
院
す

回
る
場
合
に
当
該
医
療
機
関
に
情
報

を
共
有
し
た
回
数

上
記
の
ほ
か

医
療
機
関
に
情
報

回
、

を
共
有
し
た
回
数

休
日
又
は
夜
間
に
調
剤
の
求
め
が

回
あ
っ
た
場
合
に
地
域
に
お
け
る
他

の
薬
局
開
設
者
と
連
携
し
て
対
応

し
た
回
数

在
庫
と
し
て
保
管
す
る
医
薬
品
を

回
必
要
な
場
合
に
地
域
に
お
け
る
他

の
薬
局
開
設
者
に
提
供
し
た
回
数

麻
薬
に
係
る
調
剤
を
行
っ
た
回
数

回

当
該
薬
局
に
お
い
て
無
菌
製
剤
処

回
理
に
係
る
調
剤
を
実
施
し
た
回
数

他
の
薬
局
の
無
菌
調
剤
室
を
利
用

回
し
て
無
菌
製
剤
処
理
に
係
る
調
剤

を
実
施
し
た
回
数

他
の
薬
局
を
紹
介
す
る
等
に
よ
り

回
無
菌
製
剤
処
理
に
係
る
調
剤
を
実

施
し
た
回
数

地
域
に
お
け
る
他
の
医
療
提
供
施

回
設
に
対
し
医
薬
品
の
適
正
使
用
に

関
す
る
情
報
を
提
供
し
た
回
数

に

居
宅
等
に
お
け
る
調
剤
並
び
に
情

回
報
の
提
供
及
び
薬
学
的
知
見
に
基

づ
く
指
導
を
実
施
し
た
回
数

(
2
)
専
門
医
療
機
関
連
携
薬
局

傷
病
の
区
分
ご
と
の
専
門
性
の
認

区
分

：

人
定
を
受
け
た
薬
剤
師
の
人
数

区
分

：

人

区
分

：

人

傷
病
の
区
分
に
該
当
す
る
者
の
薬

区
分

：

回
剤
及
び
医
薬
品
の
使
用
に
関
す
る

情
報
に
つ
い
て
傷
病
の
区
分
に
係

区
分

：

回
る
専
門
的
な
医
療
の
提
供
等
を
行

う
医
療
機
関
に
勤
務
す
る
薬
剤
師

区
分

：

回
そ
の
他
の
医
療
関
係
者
に
情
報
を

共
有
し
た
回
数

休
日
又
は
夜
間
に
調
剤
の
求
め
が

回
あ
っ
た
場
合
に
地
域
に
お
け
る
他

の
薬
局
開
設
者
と
連
携
し
て
対
応

し
た
回
数

在
庫
と
し
て
保
管
す
る
傷
病
の
区

区
分

：

回

令和３年３月２６日（金） 群 馬 県 報 号 外 （第７号）



4

分
に
係
る
医
薬
品
を
必
要
な
場
合

に
地
域
に
お
け
る
他
の
薬
局
開
設

区
分

：

回
者
に
提
供
し
た
回
数

区
分

：

回

麻
薬
に
係
る
調
剤
を
行
っ
た
回
数

回

地
域
に
お
け
る
他
の
薬
局
開
設
者

区
分

：

回
に
対
し
て
傷
病
の
区
分
ご
と
の
専

門
的
な
薬
学
的
知
見
に
基
づ
く
調

区
分

：

回
剤
及
び
指
導
に
関
す
る
研
修
を
行

っ
た
回
数

区
分

：

回

地
域
に
お
け
る
他
の
医
療
提
供
施

区
分

：

回
設
に
対
し
て
傷
病
の
区
分
ご
と
の

医
薬
品
の
適
正
使
用
に
関
す
る
情

区
分

：

回
報
を
提
供
し
た
回
数

区
分

：

回

」

改
め
る
。

別
記
様
式
第
六
号
か
ら
別
記
様
式
第
十
号
ま
で
及
び
別
記
様
式
第
十
三
号
中
「印

」
を
削
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
条
の
改
正
規
定
、
別
記
様
式
第
一

号
の
改
正
規
定
（
「印

」
を
削
る
部
分
を
除
く
。
）
、
別
記
様
式
第
二
号
の
改
正
規
定
及
び
別
記

様
式
第
五
号
の
改
正
規
定
（
「印

」
を
削
る
部
分
を
除
く
。
）
の
改
正
規
定
は
、
令
和
三
年
八
月

一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
改
正
前
の
群
馬
県
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び

安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
規
定
に
よ
り
作
成
さ
れ
て
い
る
用
紙
は
、
当
分
の

間
、
適
宜
補
正
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

群
馬
県
食
品
衛
生
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
三
年
三
月
二
十
六
日

群
馬
県
知
事

山

本

一

太

群
馬
県
規
則
第
六
十
号

群
馬
県
食
品
衛
生
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
規
則

（
群
馬
県
食
品
衛
生
法
施
行
細
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

群
馬
県
食
品
衛
生
法
施
行
細
則
（
昭
和
三
十
二
年
群
馬
県
規
則
第
九
十
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
を
削
り
、
第
四
条
を
第
五
条
と
し
、
第
三
条
を
第
四
条
と
す
る
。

第
二
条
第
三
項
中
「
別
記
様
式
第
一
号
の
二
」
を
「
別
記
様
式
第
二
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第

三
条
と
し
、
第
一
条
の
二
を
第
二
条
と
す
る
。

第
六
条
の
見
出
し
中
「
廃
業
等
」
を
「
休
業
等
」
に
改
め
、
同
条
中
「
第
五
十
二
条
」
を
「
第

「

廃
業

五
十
五
条
第
一
項
」
に
、

食
品
営
業
休
業
届
（
別
記
様
式
第
二
号
）

を

復
業

」

「

休
業

食
品
営
業

届
（
別
記
様
式
第
三
号
）

に
改
め
、
た
だ
し
書
及
び
第
一
号
を
削
り
、
第
二

復
業

」

号
を
第
一
号
と
し
、
第
三
号
を
第
二
号
と
す
る
。

第
八
条
第
一
項
中
「
第
六
十
二
条
第
三
項
」
を
「
第
六
十
八
条
第
三
項
」
に
改
め
る
。

第
九
条
中
「
別
記
様
式
第
三
号
」
を
「
別
記
様
式
第
四
号
」
に
改
め
る
。

第
十
条
中
「
別
記
様
式
第
四
号
」
を
「
別
記
様
式
第
五
号
」
に
改
め
る
。

第
十
一
条
中
「
別
記
様
式
第
四
号
の
二
」
を
「
別
記
様
式
第
六
号
」
に
改
め
る
。

第
十
九
条
中
「
第
十
七
条
」
を
「
第
二
十
一
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
四
条
と
す
る
。

第
十
八
条
第
一
項
中
「
食
品
営
業
許
可
申
請
事
項
変
更
届
（
別
記
様
式
第
九
号
）
に
よ
る
」
を

「
知
事
が
別
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
も
の
と
す
る
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
二
条
と
し
、
同
条

の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
廃
止
の
届
出
）

第
二
十
三
条

施
行
規
則
第
七
十
一
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
知
事
が
別
に
定
め
る
様
式

に
よ
る
も
の
と
す
る
。

第
十
七
条
中
「
き
損
」
を
「
毀
損
」
に
、
「
別
記
様
式
第
八
号
」
を
「
別
記
様
式
第
十
号
」
に

改
め
、
同
条
を
第
二
十
一
条
と
す
る
。

第
十
六
条
中
「
第
六
条
第
二
号
」
を
「
第
六
条
第
一
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
条
と
す
る
。

第
十
五
条
の
二
第
一
項
中
「
第
六
十
八
条
」
の
下
に
「
か
ら
第
七
十
条
ま
で
」
を
加
え
、
「
別

記
様
式
第
七
号
」
を
「
知
事
が
別
に
定
め
る
様
式
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
を
削
り
、

同
条
を
第
十
八
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
営
業
の
届
出
）

第
十
九
条

施
行
規
則
第
七
十
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
知
事
が
別
に
定
め
る
様
式
に
よ

る
も
の
と
す
る
。

第
十
五
条
を
削
る
。

第
十
四
条
第
一
項
中
「
第
五
十
二
条
」
を
「
第
五
十
五
条
第
一
項
」
に
、
「
食
品
営
業
許
可
申

請
書
（
別
記
様
式
第
六
号
。
自
動
販
売
機
に
よ
る
営
業
に
あ
つ
て
は
、
別
記
様
式
第
六
号
の

二
）
」
を
「
施
行
規
則
第
六
十
七
条
の
申
請
書
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

前
項
の
申
請
書
は
、
知
事
が
別
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

第
十
四
条
を
第
十
七
条
と
す
る
。

第
十
三
条
の
三
か
ら
第
十
三
条
の
七
ま
で
の
規
定
を
削
る
。

第
十
三
条
の
二
第
一
項
中
「
条
例
別
表
第
一
第
四
号

に
規
定
す
る
水
道
水
以
外
の
水
（
以
下

「
水
道
水
以
外
の
水
」
と
い
う
。
）
」
を
「
施
行
規
則
別
表
第
十
七
第
四
号
イ
に
規
定
す
る
飲
用

に
適
す
る
水
（
以
下
「
飲
用
に
適
す
る
水
」
と
い
う
。
）
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
た
だ
し
書
を

加
え
る
。

た
だ
し
、
水
道
水
（
水
道
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
七
十
七
号
）
第
三
条
第
二
項
に
規

定
す
る
水
道
事
業
、
同
条
第
六
項
に
規
定
す
る
専
用
水
道
若
し
く
は
同
条
第
七
項
に
規
定
す
る
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簡
易
専
用
水
道
又
は
群
馬
県
小
水
道
条
例
（
昭
和
三
十
三
年
群
馬
県
条
例
第
六
十
七
号
）
第
二

条
第
二
項
に
規
定
す
る
小
水
道
事
業
（
市
の
区
域
の
み
に
お
い
て
給
水
を
行
う
小
水
道
事
業
を

含
む
。
）
、
同
条
第
五
項
に
規
定
す
る
専
用
小
水
道
（
市
の
区
域
の
み
に
お
い
て
給
水
を
行
う

専
用
小
水
道
を
含
む
。
）
若
し
く
は
同
条
第
六
項
に
規
定
す
る
専
用
自
家
水
道
（
市
の
区
域
の

み
に
お
い
て
給
水
を
行
う
専
用
自
家
水
道
を
含
む
。
）
に
よ
り
供
給
さ
れ
る
水
を
い
う
。
次
項

に
お
い
て
同
じ
。
）
と
同
等
の
水
質
検
査
を
行
う
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
十
三
条
の
二
第
二
項
中
「
水
道
水
以
外
の
水
」
を
「
飲
用
に
適
す
る
水
」
に
、
「
の
条
例
別

表
第
一
第
四
号

」
を
「
に
お
け
る
施
行
規
則
別
表
第
十
七
第
四
号
ロ
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の

た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
水
道
水
と
同
等
の
水
質
検
査
を
行
う
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
十
三
条
の
二
を
第
十
六
条
と
す
る
。

第
十
三
条
を
削
る
。

設
置

第
十
二
条
中
「
食
品
衛
生
管
理
者

届
（
別
記
様
式
第
五
号
）
」
を
「
知
事
が
別
に
定
め
る

変
更

様
式
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
五
条
と
す
る
。

第
十
一
条
の
四
中
「
別
記
様
式
第
四
号
の
五
」
を
「
別
記
様
式
第
九
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第

十
四
条
と
す
る
。

第
十
一
条
の
三
中
「
別
記
様
式
第
四
号
の
四
」
を
「
別
記
様
式
第
八
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第

十
三
条
と
す
る
。

第
十
一
条
の
二
中
「
別
記
様
式
第
四
号
の
三
」
を
「
別
記
様
式
第
七
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第

十
二
条
と
す
る
。

別
表
を
削
る
。

別
記
様
式
第
九
号
を
削
る
。

別
記
様
式
第
八
号
中
「第

１
７
条

」
を
「第

２
１
条

」
に
改
め
、
同
様
式
を
別
記
様
式
第
十
号

と
す
る
。

別
記
様
式
第
五
号
か
ら
別
記
様
式
第
七
号
の
三
ま
で
の
規
定
を
削
る
。

別
記
様
式
第
四
号
の
五
中
「第

１
１
条
の
４

」
を
「第

１
４
条

」
に
改
め
、
「印

」
を
削
り
、

同
様
式
を
別
記
様
式
第
九
号
と
す
る
。

別
記
様
式
第
四
号
の
四
中
「第
１
１
条
の
３

」
を
「第

１
３
条

」
に
改
め
、
「印
」
を
削
り
、

同
様
式
を
別
記
様
式
第
八
号
と
す
る
。

別
記
様
式
第
四
号
の
三
中
「第

１
１
条
の
２

」
を
「第

１
２
条

」
に
改
め
、
「印

」
を
削
り
、

同
様
式
を
別
記
様
式
第
七
号
と
す
る
。

別
記
様
式
第
四
号
の
二
中
「印

」
を
削
り
、
同
様
式
を
別
記
様
式
第
六
号
と
す
る
。

別
記
様
式
第
四
号
中
「印

」
を
削
り
、
同
様
式
を
別
記
様
式
第
五
号
と
す
る
。

別
記
様
式
第
三
号
中
「印

」
を
削
り
、
同
様
式
を
別
記
様
式
第
四
号
と
す
る
。

「

廃
業

「

休
業

別
記
様
式
第
二
号
中

食
品
営
業
休
業
届

を

食
品
営
業

届

に
、

復
業

」

復
業

」

「廃
業

「休
業

休
業
し
ま
し
た

を

し
ま
し
た

に
改
め
、
「
（添

付
書
類

）廃
業
の
場
合
は

許
可

、
復
業

」

復
業

」

書

」
を
削
り
、
同
様
式
を
別
記
様
式
第
三
号
と
す
る
。

別
記
様
式
第
一
号
の
二
中
「第

２
条

」
を
「第

３
条

」
に
改
め
、
同
様
式
を
別
記
様
式
第
二
号

と
す
る
。

（
群
馬
県
食
品
衛
生
条
例
施
行
規
則
の
廃
止
）

第
二
条

群
馬
県
食
品
衛
生
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
四
年
群
馬
県
規
則
第
十
八
号
）
は
、
廃
止

す
る
。附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

群
馬
県
立
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
三
年
三
月
二
十
六
日

群
馬
県
知
事

山

本

一

太

群
馬
県
規
則
第
六
十
一
号

群
馬
県
立
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
規
則

群
馬
県
立
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
五
年
群
馬

県
規
則
第
二
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
一
項
中
「
又
は
第
二
項
」
を
「
か
ら
第
三
項
ま
で
」
に
改
め
る
。

第
六
条
第
二
項
中
「
及
び
第
二
項
」
を
「
か
ら
第
三
項
ま
で
」
に
、
「
及
び
別
表
第
四
」
を
「
か

ら
別
表
第
五
ま
で
」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
機
械
系
の
項
中

「

材
料
試
験
シ
ス
テ
ム

一
時
間
に
つ
き

九
三
〇
円

を
」

「

材
料
試
験
シ
ス
テ
ム
（
一
〇
〇
ｋ
Ｎ
）

一
時
間
に
つ
き

二
、
三
〇
〇
円

に
改
め
、

」

同
表
化
学
系
の
項
中

「

高
出
力
Ｘ
線
回
折
装
置

一
時
間
に
つ
き

三
、
五
〇
〇
円

を

微
小
部
蛍
光
Ｘ
線
分
析
装
置

一
時
間
に
つ
き

二
、
八
二
〇
円

」

「

蛍
光
Ｘ
線
分
析
装
置

一
時
間
に
つ
き

二
、
八
二
〇
円

に
、

」

「

炭
素
硫
黄
分
析
装
置

一
時
間
に
つ
き

四
、
六
八
〇
円
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を

ガ
ス
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
質
量
分
析
装
置

一
時
間
に
つ
き

六
、
〇
九
〇
円

」

「

ガ
ス
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
質
量
分
析
装
置

一
時
間
に
つ
き

六
、
〇
九
〇
円

に

改

め

」

る
。別

表
第
三
試
験
の
項
中

「

材
料
試
験
シ
ス

一
般
の
も
の

一
件
に
つ
き

三
、
一
八
〇
円

テ
ム
に
よ
る
試

験

伸
び
計
使
用

一
件
に
つ
き

四
、
八
一
〇
円

特
殊
な
も
の

一
時
間
に
つ
き

四

、

八

一

〇

円

（
一
時
間
を
超
え

る
と
き
は
、
そ
の

超
え
る
時
間
一
時

間

ま

で

ご

と

に

一
、
一
五
〇
円
を

加
え
た
額
）

恒
温
槽
使
用

一
時
間
に
つ
き

六

、

七

五

〇

円

（
一
時
間
を
超
え

る
と
き
は
、
そ
の

を

超
え
る
時
間
一
時

間

ま

で

ご

と

に

二
、
八
二
〇
円
を

加
え
た
額
）

恒
温
槽
使
用
（
冷
媒
使

一
時
間
に
つ
き

三
八
、
一
〇
〇
円

用
）

（
一
時
間
を
超
え

る
と
き
は
、
そ
の

超
え
る
時
間
一
時

間

ま

で

ご

と

に

二
、
八
二
〇
円
を

加
え
た
額
）

」

「

材
料
試
験
シ
ス

一
般
の
も
の

一
件
に
つ
き

三
、
五
〇
〇
円

テ
ム
（
一
〇
〇

ｋ
Ｎ
）
に
よ
る

伸
び
計
使
用

一
件
に
つ
き

四
、
九
〇
〇
円

試
験

特
殊
な
も
の

一
時
間
に
つ
き

四

、

七

〇

〇

円

（
一
時
間
を
超
え

る
と
き
は
、
そ
の

超
え
る
時
間
一
時

間

ま

で

ご

と

に

二
、
六
六
〇
円
を

に
、

加
え
た
額
）

恒
温
槽
使
用

一
時
間
に
つ
き

六

、

九

〇

〇

円

（
一
時
間
を
超
え

る
と
き
は
、
そ
の

超
え
る
時
間
一
時

間

ま

で

ご

と

に

三
、
四
四
〇
円
を

加
え
た
額
）

」

「

ナ
ノ
イ
ン
デ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
試
験

一
件
に
つ
き

二
二
、
六
〇
〇
円

を
」

「

水
蒸
気
吸
着
試
験

一
件
に
つ
き

三
八
、
六
〇
〇
円

に
改
め
、

ナ
ノ
イ
ン
デ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
試
験

一
件
に
つ
き

二
二
、
六
〇
〇
円

」

同
表
分
析
の
項
中

「

低
出
力
測
定

一
件
に
つ
き

七
、
四
八
〇
円

Ｘ
線
回
折
分
析

を

高
出
力
測
定

一
件
に
つ
き

一
二
、
五
〇
〇
円

」

「

Ｘ
線
回
折
分
析

低
出
力
測
定

一
件
に
つ
き

七
、
四
八
〇
円

に
、

」

「

五
味
及
び
甘
味

一
件
に
つ
き

一
六
、
九
〇
〇
円

（
一
件
を
超
え
る

と
き
は
、
そ
の
超

を

え
る
件
数
一
件
ご

と
に
三
、
六
九
〇

円
を
加
え
た
額
）

」

「

五
味
及
び
甘
味

一
件
に
つ
き

一
六
、
九
〇
〇
円

（
一
件
を
超
え
る

と
き
は
、
そ
の
超

え
る
件
数
一
件
ご

に
改
め
、

と
に
三
、
六
九
〇

円
を
加
え
た
額
）

抗
酸
化
能
測
定
（
Ｏ
Ｒ
Ａ
Ｃ
法
）

一
件
に
つ
き

二
五
、
〇
〇
〇
円

」
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同
表
製
作
又
は
加
工
の
項
中

「

試
験
シ
ス
テ
ム
製
作

一
時
間
に
つ
き

三
、
六
五
〇
円

を
」

「

試
験
シ
ス
テ
ム
製
作

一
時
間
に
つ
き

三
、
六
五
〇
円

に

改

め

機
械
物
性
値
の
取
得

一
件
に
つ
き

二
、
四
〇
〇
円

」

る
。別

表
第
四
の
次
に
次
の
一
表
を
加
え
る
。

別
表
第
五
（
第
六
条
関
係
）区

分

単
位

金
額

試
験

物
理

引
張
強
さ
及
び
伸
び
率
試
験

一
件
に
つ
き

一
、
一
五
〇
円

試
験

摩
耗
強
さ
試
験

一
件
に
つ
き

一
、
一
五
〇
円

よ
り
数
試
験

一
件
に
つ
き

八
三
〇
円

糸
種
判
別
試
験

一
件
に
つ
き

七
二
〇
円

繊
度
試
験

一
件
に
つ
き

五
七
〇
円

糸
の
長
さ
試
験

１
万
メ
ー
ト

一
件
に
つ
き

一
、
二
五
〇
円

ル
以
下
の
も

の１
万
メ
ー
ト

一
件
に
つ
き

二
、
二
〇
〇
円

ル
を
超
え
る

も
の

水
分
率
試
験

一
件
に
つ
き

一
、
二
〇
〇
円

重
さ
試
験

一
件
に
つ
き

八
八
〇
円

耐
水
度
試
験

一
件
に
つ
き

八
三
〇
円

は
っ
水
度
試
験

一
件
に
つ
き

五
七
〇
円

防
し
わ
率
試
験

一
件
に
つ
き

一
、
二
五
〇
円

寸
法
変
化
率
試
験

一
件
に
つ
き

九
三
〇
円

（
有
機
溶
剤
を
使
う

と
き
は
、
二
、
六
一

〇
円
）

引
裂
強
さ
試
験

一
件
に
つ
き

九
八
〇
円

破
裂
強
さ
試
験

一
件
に
つ
き

八
八
〇
円

縫
い
目
滑
脱
法
試
験

一
件
に
つ
き

一
、
二
〇
〇
円

ピ
リ
ン
グ
試
験

一
件
に
つ
き

一
、
二
〇
〇
円

電
子
顕
微
鏡
試
験

一
件
に
つ
き

五
、
三
三
〇
円

紫
外
線
遮
蔽
率
試
験

一
件
に
つ
き

一
、
八
二
〇
円

遮
熱
性
試
験

一
件
に
つ
き

二
、
八
七
〇
円

そ
の
他
の
物
理
試
験

一
件
に
つ
き

知
事
の
定
め
る
額

前
処
理
及
び
増
加
処
理

一
回
に
つ
き

五
一
〇
円

化
学

精
練
漂
白
試
験

一
件
に
つ
き

二
、
三
五
〇
円

試
験

染
色
試
験

一
件
に
つ
き

二
、
三
五
〇
円

捺
染
試
験

一
件
に
つ
き

二
、
七
七
〇
円

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
カ
ラ
ー
マ
ッ
チ
ン

一
件
に
つ
き

四
一
〇
円

グ
測
色
試
験

染
色

耐
光
試
験

三
級
ま
で

一
件
に
つ
き

九
三
〇
円

堅
ろ

（
カ
ー
ボ

う
度

ン
ア
ー
ク

四
級

一
件
に
つ
き

一
、
九
三
〇
円

試
験

型
耐
光
試

験
機
）

五
級

一
件
に
つ
き

三
、
三
〇
〇
円

六
級
以
上

一
件
に
つ
き

六
、
四
八
〇
円

耐
光
試
験

三
級
ま
で

一
件
に
つ
き

二
、
七
一
〇
円

（
キ
セ
ノ

ン
型
耐
光

四
級

一
件
に
つ
き

四
、
二
八
〇
円

試
験
機
）

五
級

一
件
に
つ
き

七
、
四
三
〇
円

六
級
以
上

一
件
に
つ
き

一
三
、
八
〇
〇
円

洗
濯
試
験

一
件
に
つ
き

九
八
〇
円

熱
湯
試
験

一
件
に
つ
き

九
三
〇
円

令和３年３月２６日（金） 群 馬 県 報 号 外 （第７号）
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摩
擦
試
験

一
件
に
つ
き

九
八
〇
円

汗
試
験

一
件
に
つ
き

九
八
〇
円

窒
素
酸
化
物
弱
試
験

一
件
に
つ
き

九
三
〇
円

水
試
験

一
件
に
つ
き

九
八
〇
円

ホ
ッ
ト
プ
レ
ッ
シ
ン
グ
試

一
件
に
つ
き

九
三
〇
円

験ド
ラ
イ
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
試

一
件
に
つ
き

一
、
一
五
〇
円

験昇
華
試
験

一
件
に
つ
き

九
八
〇
円

乾
熱
試
験

一
件
に
つ
き

九
三
〇
円

そ
の
他
の
染
色
堅
ろ
う
度

一
件
に
つ
き

一
、
三
五
〇
円

試
験

油
分
測
定

一
件
に
つ
き

二
、
八
七
〇
円

混
用
率
試
験

一
件
二
成
分
ま

二
、
三
五
〇
円

で

（
二
成
分
を
超
え
る

と
き
は
、
そ
の
超
え

る
一
成
分
ご
と
に
八

三
〇
円
を
加
え
た

額
）

抗
菌
性
試
験

一
件
に
つ
き

一
八
、
一
〇
〇
円

消
臭
試
験

一
件
に
つ
き

四
、
四
〇
〇
円

そ
の
他
の
化
学
試
験

一
件
に
つ
き

知
事
の
定
め
る
額

分
析

定
性
分
析

一
件
一
成
分
に

二
、
九
八
〇
円

つ
き

（
一
成
分
を
超
え
る

と
き
は
、
そ
の
超
え

る
一
成
分
ご
と
に
八

三
〇
円
を
加
え
た

額
）

定
量
分
析

一
件
一
成
分
に

三
、
三
五
〇
円

つ
き

（
一
成
分
を
超
え
る

と
き
は
、
そ
の
超
え

る
一
成
分
ご
と
に
九

三
〇
円
を
加
え
た

額
）

加
工

染
色

精
練
及
び
漂
白

一
件
一
キ
ロ
グ

八
八
〇
円

加
工

ラ
ム
に
つ
き

染
色

一
件
一
回
染
め

一
、
三
〇
〇
円

一
キ
ロ
グ
ラ
ム

に
つ
き

加
工

一
件
一
キ
ロ
グ

三
、
三
〇
〇
円

ラ
ム
に
つ
き

整
経

標
準
ク
リ
ル
に
よ
る
整
経

一
件
に
つ
き

三
、
四
〇
〇
円
に
次

に
掲
げ
る
金
額
を
加

え
た
額

一

糸
の
本
数
が

一
、
〇
〇
〇
本

を
超
え
る
と
き

は
、
そ
の
超
え

る
本
数
一
、
〇

〇
〇
本
ま
で
ご

と
に
六
二
〇
円

二

糸
の
長
さ
が

次
に
掲
げ
る
場

合
に
該
当
す
る

と
き
は
、
次
に

定
め
る
額

イ

糸
の
長
さ

が
一
〇
メ
ー

ト
ル
を
超
え

七
〇
メ
ー
ト

ル
以
下
の
と

き
は
、
そ
の

超
え
る
長
さ

五
メ
ー
ト
ル

ま
で
ご
と
に

七
二
〇
円

ロ

糸
の
長
さ

が
七
〇
メ
ー

ト
ル
を
超
え

る
と
き
は
、

八
、
六
七
〇

円
に
そ
の
超

え
る
長
さ
七

メ
ー
ト
ル
ま

で

ご

と

に

一
、
一
〇
〇

円

令和３年３月２６日（金） 群 馬 県 報 号 外 （第７号）
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回
転
ク
リ
ル
に
よ
る
整
経

一
件
に
つ
き

二
、
二
五
〇
円
に
次

に
掲
げ
る
金
額
を
加

え
た
額

一

糸
の
本
数
が

一
、
〇
〇
〇
本

を
超
え
る
と
き

は
、
そ
の
超
え

る
本
数
一
、
〇

〇
〇
本
ま
で
ご

と
に
二
〇
〇
円

二

糸
の
長
さ
が

次
に
掲
げ
る
場

合
に
該
当
す
る

と
き
は
、
次
に

定
め
る
額

イ

糸
の
長
さ

が
一
〇
メ
ー

ト
ル
を
超
え

七
〇
メ
ー
ト

ル
以
下
の
と

き
は
、
そ
の

超
え
る
長
さ

五
メ
ー
ト
ル

ま
で
ご
と
に

三
〇
〇
円

ロ

糸
の
長
さ

が
七
〇
メ
ー

ト
ル
を
超
え

る
と
き
は
、

三
、
六
六
〇

円
に
そ
の
超

え
る
長
さ
七

メ
ー
ト
ル
ま

で

ご

と

に

五
一
〇
円

製
織

織
物
幅
が
五
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

一
件
一
、
〇
〇

三
〇
〇
円

未
満
の
織
物

〇
杼
に
つ
き

ひ

織
物
幅
が
五
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

一
件
一
、
〇
〇

三
五
〇
円

以
上
の
織
物

〇
杼
に
つ
き

ニ
ッ
ト
編
み

一
件
一
メ
ー
ト

一
、
一
〇
〇
円

ル
に
つ
き

よ
り

よ
り
数
一
メ
ー
ト
ル
間
に
一
、
〇

一
件
五
〇
、
〇

八
八
〇
円

糸

〇
〇
回
以
下

〇
〇
メ
ー
ト
ル

に
つ
き

よ
り
数
一
メ
ー
ト
ル
間
に
一
、
〇

一
件
五
〇
、
〇

一
、
一
五
〇
円

〇
一
回
以
上
二
、
〇
〇
〇
回
以
下

〇
〇
メ
ー
ト
ル

に
つ
き

よ
り
数
一
メ
ー
ト
ル
間
に
二
、
〇

一
件
五
〇
、
〇

一
、
五
一
〇
円

〇
一
回
以
上

〇
〇
メ
ー
ト
ル

に
つ
き

意
匠
ね
ん
糸

一
件
一
、
〇
〇

三
、
四
五
〇
円

〇
メ
ー
ト
ル
に

つ
き

準
備
加
工

一
件
五
〇
、
〇

一
、
一
〇
〇
円

〇
〇
メ
ー
ト
ル

に
つ
き

巻
き
返
し
加
工

一
件
五
〇
、
〇

一
、
三
五
〇
円

〇
〇
メ
ー
ト
ル

に
つ
き

セ
ッ
ト
加
工

一
件
に
つ
き

三
、
三
五
〇
円

そ
の
他
の
加
工

一
件
に
つ
き

知
事
の
定
め
る
額

分
解

織
物

織
物

経
緯
の
糸
種
の
和
が
四
種

一
件
に
つ
き

三
、
三
五
〇
円

及
び

の
分

分
解

類
以
下
の
も
の

設
計

解
及

び
設

経
緯
の
糸
種
の
和
が
五
種

一
件
に
つ
き

四
、
八
六
〇
円

計

類
以
上
の
も
の
又
は
交
ね

ん
糸
若
し
く
は
意
匠
ね
ん

糸
使
い
の
も
の

組
織
分
解

一
件
一
完
全
の

五
一
〇
円

組
織
点
が
五
〇

個
に
つ
き

設
計

一
件
に
つ
き

六
、
一
七
〇
円

デ
ザ

コ
ン

し
ま
柄
又
は
格
子
柄

一
件
縦
三
二
・

六
、
八
五
〇
円

イ
ン

ピ
ュ

五
セ
ン
チ
メ
ー

（
規
定
の
大
き
さ
を

の
調

ー
タ

ト
ル
横
二
四
・

超
え
る
と
き
は
二
、

整

に
よ

八
セ
ン
チ
メ
ー

六
一
〇
円
を
加
え
、

る
デ

ト
ル
以
内
の
大

色
数
が
二
色
を
超
え

ザ
イ

き
さ
、
二
色
、

る
と
き
は
そ
の
超
え

ン
の

一
枚
印
刷
に
つ

る
色
一
色
ご
と
に
八

調
整

き

八
〇
円
を
加
え
、
印
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刷
枚
数
が
一
枚
を
超

え
る
と
き
は
そ
の
超

え
る
枚
数
一
枚
ご
と

に
一
、
八
二
〇
円
を

加
え
た
額
）

紋
織
、
捺
染
、
か
す
り
柄
等

一
件
縦
三
二
・

一
〇
、
二
〇
〇
円

な

つ

五
セ
ン
チ
メ
ー

（
規
定
の
大
き
さ
を

ト
ル
横
二
四
・

超
え
る
と
き
は
五
、

八
セ
ン
チ
メ
ー

二
三
〇
円
を
加
え
、

ト
ル
以
内
の
大

色
数
が
二
色
を
超
え

き
さ
、
二
色
、

る
と
き
は
そ
の
超
え

一
枚
印
刷
に
つ

る
色
一
色
ご
と
に
八

き

八
〇
円
を
加
え
、
印

刷
枚
数
が
一
枚
を
超

え
る
と
き
は
そ
の
超

え
る
枚
数
一
枚
ご
と

に
一
、
八
二
〇
円
を

加
え
た
額
）

試
験
等
の
結
果
の
謄
本
交
付

一
通
に
つ
き

四
一
〇
円

備
考

知
事
の
定
め
る
額
は
、
当
該
試
験
等
に
要
す
る
材
料
費
、
機
械
器
具
の
損
耗
費
及
び
機
械

設
備
に
係
る
光
熱
水
費
の
額
に
、
所
長
が
別
に
定
め
る
人
件
費
を
加
え
た
額
（
そ
の
額
に
十

円
未
満
の
端
数
が
生
じ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
額
）
と
す
る
。

「群
馬

「群
馬

産
業
技
術
セ
ン
タ
ー

別
記
様
式
第
二
号
中

産
業
技
術
セ
ン
タ

を

東
毛

に
改
め
る
。

ー
東
毛

」

繊
維
工
業
試
験
場

」

「群
馬

「群
馬

産
業
技
術
セ

別
記
様
式
第
十
二
号
中
「印

」
を
削
り
、

産
業
技
術
セ
ン
タ

を
東
毛

ー
東
毛

」

繊
維
工
業
試
験
場

ン
タ
ー

に
改
め
る
。

」附

則

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

群
馬
県
繊
維
工
業
試
験
場
手
数
料
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
八
年
群
馬
県
規
則
第
三
十
三
号
）

は
、
廃
止
す
る
。

３

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
前
項
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
群
馬
県
繊
維
工
業
試
験
場
手
数
料

条
例
施
行
規
則
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
改
正
後
の
群
馬
県
立
産
業
技
術
セ
ン

タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
相
当
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
も
の
と
み
な

す
。

群
馬
県
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規

則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
三
年
三
月
二
十
六
日

群
馬
県
知
事

山

本

一

太

群
馬
県
規
則
第
六
十
二
号

群
馬
県
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
規
則

群
馬
県
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
九
年
群
馬

県
規
則
第
四
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
記
様
式
第
四
号
中
「氏

名
印

」
を
「氏

名

」
に
、

「

体
育
館

卓
球
室

を

テ
ニ
ス
コ

ト
面

ー

」

「

体
育
館

卓
球
室

に
改

」

め
る
。

別
記
様
式
第
四
号
の
二
中
「氏

名
印

」
を
「氏

名

」
に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
五
号
中
「印

」
を
削
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
改
正
前
の
群
馬
県
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
施
行
規
則
の
規
定
に
よ
り
作
成
さ
れ
て
い
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
適
宜
補
正
し
て
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

群
馬
県
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る

規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
三
年
三
月
二
十
六
日

群
馬
県
知
事

山

本

一

太

群
馬
県
規
則
第
六
十
三
号

群
馬
県
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正

す
る
規
則

群
馬
県
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
（
平
成
二
十
八
年
群

馬
県
規
則
第
四
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
中
「
第
三
十
条
第
一
項
第
一
号
」
を
「
第
三
十
五
条
第
一
項
第
一
号
」
に
改
め
る
。

令和３年３月２６日（金） 群 馬 県 報 号 外 （第７号）
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第
六
条
中
「
第
三
十
条
第
一
項
各
号
」
を
「
第
三
十
五
条
第
一
項
各
号
」
に
改
め
る
。

第
七
条
第
一
項
中
「
第
三
十
二
条
」
を
「
第
三
十
七
条
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
三
十
八

条
第
一
項
」
を
「
第
四
十
三
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
九
条
第
二
項
中
「
第
三
十
一
条
第
一
項
」
を
「
第
三
十
六
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
十
条
中
「
第
三
十
四
条
」
を
「
第
三
十
九
条
」
に
、
「
第
三
十
七
条
」
を
「
第
四
十
二
条
」
に

改
め
る
。

別
記
様
式
第
二
号
中
「氏

名
印

」
を
「氏

名

」
に
、
「第

３
２
条

」
を
「第

３
７
条

」
に
、

「係
員
印

」
を
「係

員
氏
名

」
に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
三
号
中
「氏

名
印

」
を
「氏

名

」
に
、
「第

３
８
条
第
１
項

」
を
「第

４
３

条
第
１
項

」
に
、
「係

員
印

」
を
「係

員
氏
名

」
に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
四
号
及
び
別
記
様
式
第
五
号
中
「氏

名
印

」
を
「氏

名

」
に
、
「係

員
印

」

を
「係

員
氏
名

」
に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
五
号
の
二
中
「氏

名
印

」
を
「氏

名

」
に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
五
号
の
三
中
「氏

名
印

」
を
「氏

名

」
に
、
「係

員
印

」
を
「係
員
氏
名

」

に
改
め
る
。

「第
２
９
条
第
１
項

「第
３
４

別
記
様
式
第
六
号
中
「氏

名
印

」
を
「氏

名

」
に
、

を

第
３
１
条
第
１
項

」

第
３
６

条
第
１
項

に
、
「第

３
０
条
第
２
項

」
を
「第

３
５
条
第
２
項

」
に
、
「係

員
印

」
を
「係

員
氏

条
第
１
項

」

名

」
に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
七
号
中
「氏

名
印

」
を
「氏

名
」
に
、
「第
３
６
条
第
１
項

」
を
「第

４
１

条
第
１
項

」
に
、
「係

員
印

」
を
「係

員
氏
名

」
に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
七
号
の
二
か
ら
別
記
様
式
第
八
号
の
二
ま
で
の
規
定
中
「氏

名
印

」
を
「氏

名

」
に
、
「係

員
印

」
を
「係

員
氏
名

」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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